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１. はじめに 

 耐摩耗性の向上や防錆，装飾などを目的に，多くの

工業製品には表面処理が施される。その方法はめっき，

塗装のほか溶射や蒸着のようなドライプロセス等，多

岐にわたり，製品に求められる性能により選択がなさ

れる。 

めっき，塗装，ドライプロセスのような表面処理企

業では，表面処理膜の性能や加工性の向上，コストの

低減，環境負荷軽減への対応などが課題となっている。

また，機械部品製造企業では，自社で製造する製品に

適した表面処理の選択のため，新しい表面処理技術に

関する情報を得たいという要望がある。 

そこで当センターでは，表面処理技術に関する情報

提供と技術開発を支援する事業として「表面処理技術

研究会」を実施した。その活動について報告する。 

 

２．目的 

本研究会は県内の表面処理関連企業，機械部品製造

企業等を対象に，表面処理技術やその関連技術の向上

を支援することを目的としている。「表面処理技術の向

上」のほか，「資源の再利用」についてもキーワードと

してとらえ活動を行った。 

 

３．活動内容 

3.1 全体概要 

活動は，「勉強会活動」と「技術開発支援」の2本柱

とした。「勉強会活動」は情報提供の場として位置づけ，

有識者を講師として招き講演会を開催した。講演テー

マは会員企業からの要望を考慮して選定した。「技術開

発支援」は企業の保有する課題やアイデアを技術開発

へとつなげるための支援を行うものであり，技術調査

（文献調査等），研究体制の構築，予備実験，競争的研

究支援の申請などを行った。 

また，同時に会員企業への企業訪問を行い，各社の

有する課題をヒアリングにより抽出した。相談案件の

うち開発要素の高いものについては，前述の「技術開

発支援」の課題として取り上げた。 

 

3.2 勉強会活動 

本年度は計2回の勉強会を開催した。それぞれの勉強

会では企業や研究機関から講師を招いた講演と当セン

ターで行っている表面処理に関連する研究についての

研究紹介を行なった。勉強会の各回の概要は以下のと

おりである。 

 

○第1回（10月15日） 参加者：27名 

 

 めっき工場からの貴金属回収を事業として行ってい

る田中貴金属工業(株)より講師を招き講演会を開催し

た。田中貴金属工業(株)では回収装置をめっき企業に

貸し出して，めっき廃液から余った金属を回収してい

る。回収手法やめっきラインへの回収システムの設置

方法などについて解説を受けた。また，研究紹介とし

て当センターにて行っているクロムフリー表面処理技

術について，赤外線フラッシュ加熱を使用したゾルゲ

ル法によるセラミックス成膜1) を中心に紹介を行った。 

 

＜内容＞ 

【講演】 

貴金属めっきプロセスからの回収技術 

   講師  田中貴金属工業(株) 鯖江 慶 氏 

【研究紹介】 

クロムフリー表面処理の研究 

   発表者 工業技術センター  岩澤 健太 

 

 

 
 

     図1 第1回開催時の講演の様子 

 

 

 

○第2回（2月17日） 参加者：31名 

 

産技連関東甲信越静地域部会表面処理研究会と共催

で，(独)産業技術総合研究所から2名の講師を招いて講

演会を開催した。「エアロゾルデポジション法による

常温セラミックスコーティング」では，エアロゾルデ

ポジション法2) （AD法）の概要について解説を受けた。

AD法は粉末材料を噴射して積層するドライプロセスの

表面処理技術であり，常温で固化，緻密化できる特長

を有している。近年，実用化への応用が進められてい

る。「はつ液性に優れた表面処理技術」では，はっ水

性やはつ油性を付与する加工方法の種類やその評価技

術の解説のほか，講師が行っている最新の技術3) につ

いての紹介を受けた。また，研究紹介として，当セン

ターにて行っている，均一液液抽出法による金属分

離・回収技術4) をめっき廃液からのパラジウムやロジ

ウムの回収に応用する研究について紹介を行った。 
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＜内容＞ 

【講演1】 

エアロゾルデポジション法による常温セラミックス

コーティング 

～原理と実用化事例と応用展開の可能性～ 

   講師 (独)産業技術総合研究所 明渡 純 氏 

【講演2】 

はつ液性に優れた表面処理技術 

～低環境負荷を目指したコーティングの開発～ 

  講師 (独)産業技術総合研究所 浦田 千尋 氏 

【研究紹介】 

めっき廃液からの高効率金属回収システムの開発 

   発表者 工業技術センター   加藤 健 

  

 

  
 

     図2 第2回開催時の講演の様子 

 

 

3.3  技術開発支援 

個別対応の活動として，会員企業から寄せられた困

っている案件，技術開発したい案件などへの相談対応

を実施した。そのうち課題やアイデアが技術開発へと

つながると考えられた案件については，フィージビリ

ティースタディ（FS）（そのアイデアが実用化技術に

至る可能性があるかを判定する研究段階）にスムーズ

に移行できるよう，先行研究等の調査，研究体制構築

のための外部機関との連携支援，予備実験の実施，競

争的研究資金の申請などを行った。 

会員企業からの相談案件10件に対応し，技術調査の

うえ情報提供を行った。そのうち，試料の予備測定や

技術開発に向けた予備実験が必要と考えられたものは

5件あった。1件は開発体制を整えるための大学との連

携を進めており，残りの4件は当センターにおいて試料

測定や予備実験を実施している。予備実験を行ったも

ののうち1件は，予備実験からFSへと段階を進めるため

に競争的研究資金への申請を行った。また，予備実験

結果の一部について，学会発表5) も行った。 

 

４．まとめ 

本年度の研究会活動により，勉強会の開催（2 回）

や会員企業より寄せられた相談（10件）への対応を通

して，技術情報の提供を図ることが出来た。相談案件

のうち1件は連携支援を進めており，4件は予備測定，

予備実験を実施し基礎データを蓄積している。これら

の活動を通し，各会員企業の抱えている課題の把握や

技術開発に向けた基礎固めを行うことができたと考え

られる。 

 技術開発に向けて検討を進めている案件については，

2015 年 3 月現在も引き続き予備実験を実施中であり，

H27年度以降の競争的研究資金獲得によりFSの段階へ

と進め，実用化を目指す活動を続ける予定である。 
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